
表
紙

主
な
内
容

公式X（旧ツイッター）

「高付加価値なインバウンド観光地づくりマスタープラン」を紹介（関連４～５㌻）
学校現場でタブレットなどデジタルツールの活用が進んでいます（関連６㌻）
市役所西根総合支所が大更地区に移転・開設（関連７㌻）

子どもたちが憧れの選手とスキージャンプを楽しむ（関連２～３㌻）
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夢は高く キッズ飛び立て初
は
着
地
の
都
度
、尻
も
ち
を
着
い

て
い
た
子
ど
も
た
ち
。「
ナ
イ
ス

ジ
ャ
ン
プ
」と
小
林
選
手
に
声
を
掛
け
ら
れ

何
度
も
繰
り
返
す
と
、次
第
に
コ
ツ
を
つ
か

ん
だ
様
子
で
、着
地
に
成
功
す
る
た
び
に
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。
小
林
選
手
も「
子
ど

も
た
ち
が
夢
中
で
何
本
も
飛
ん
で
い
る
の

を
見
て
自
分
も
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
」と

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
喜
び
ま
し
た
。

　

盛
岡
市
か
ら
参
加
の
北
舘
真ま

ほ
ろ幌

さ
ん

（
６
）は「
ジ
ャ
ン
プ
し
て
、空
中
に
浮
く
の

が
楽
し
い
。ま
た
や
っ
て
み
た
い
」と
雪
が

待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
県
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
の
永
井
秀ひ

で
あ
き昭
さ
ん
は「
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ
た
し
、貴
重
な
経

験
を
得
た
と
思
う
。全
国
的
に
競
技
人
口
が

減
少
傾
向
の
ジ
ャ
ン
プ
競
技
を
面
白
い
と

思
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
う
一
つ
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
」と
語
り
ま
し
た
。

　
小
林
選
手
の
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
伝
統
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ジ
ャ
ン
プ
週
間
で
総
合
優

勝
。
最
終
的
に
Ｗ
杯
個
人
総
合
で
第
２
位

と
な
り
、
プ
ロ
初
年
度
を
輝
か
し
い
成
績

で
飾
り
ま
し
た
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

シ
ー
ズ
ン
前
か
ら
考
え
て
い
た
も
の
で

「
い
ろ
ん
な
き
っ
か
け
作
り
た
い
っ
す
ね
」

と
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
を
述
べ
た
小
林

選
手
は
、
地
域
の
盛
り
上
げ
や
選
手
の
育

成
、フ
ァ
ン
の
増
加
な
ど
を
目
的
に
、今
後

も
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。

　小林選手は、かっこいいし、
地元から世界に出て活躍して、
尊敬しています。空中姿勢がす
ごく綺麗なので、自分も近づけ
るように頑張りたいです。この
イベントをきっかけに、一緒に
競技に取り組む仲間ができれ
ば良いと思っています。

月
20
・
21
の
両
日
、市
さ
く
ら
公
園
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
、ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト「
Ｔチ

ー

ム

Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｒロ

イ
Ｏ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ン
ピ
ン

グ
フ
ェ
ス
タ
in
八
幡
平
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
、北
京
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
男
子
個
人
ノ
ー
マ
ル
ヒ

ル
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
林
陵り

ょ
う
ゆ
う侑
選
手
が
企

画
し
た
も
の
で
、
自
ら
立
ち
上
げ
た「
Ｔ
Ｅ

Ａ
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」が
主
催
。会
場
に
は
、前
日
に

八
幡
平
山
頂
付
近
か
ら
10
㌧
ト
ラ
ッ
ク
６

台
分
の
残
雪
が
運
び
込
ま
れ
、
県
ス
キ
ー
連

盟
ジ
ャ
ン
プ
部
の
協
力
で
、
長
さ
17
㍍
の
特

設
ミ
ニ
ジ
ャ
ン
プ
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
画
し
た
小
林
選
手
は「
地
元
で
楽
し

い
こ
と
を
し
た
い
し
、
雪
に
触
れ
合
っ
て

も
ら
い
、
交
流
で
き
る
場
を
つ
く
り
た
い

と
思
い
、
発
案
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
協

力
し
て
も
ら
い
、今
日
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
ジ
ャ
ン
プ
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
」と
自
身
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
様
子
。
プ
ロ
転
向
後
、

初
め
て
開
い
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
思

い
を
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
語
る
と
、
帰
っ
て

き
た
地
元
出
身
の
若
き
ヒ
ー
ロ
ー
に
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
初
日
の
20
日
は
岩
手
県
と
青

森
県
か
ら
12
人
の
小
学
生
が
ジ
ャ
ン
プ
体

験
に
参
加
。子
ど
も
た
ち
は
初
め
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
プ
動
作

の
見
本
を
見
た
後
、ミ
ニ
ジ
ャ
ン
プ
台
で
実

際
に
ジ
ャ
ン
プ
体
験
を
し
ま
し
た
。

松田 瑛
え い と

翔 さん
（松尾中３年・スキー部）

INTERVIEW

工藤 永
え い と

登 君
（田頭小５年）

初めてのジャンプが楽しかった 飛躍の美しさを何度も見返します

　手作りのジャンプ台で飛ん
だり滑ったりできて楽しかっ
た。小林選手から「やったね」
と声を掛けてもらえてうれし
かった。普段は野球をやって
いるけどスキージャンプも楽
しいと思った。機会があった
らまたやってみたい。

いわてスーパーキッズ ’24年度生 ジャンプ競技に取り組む

１_ 勢い良く飛び出し「ナイス ジャンプ」と声を掛けられる子どもたち　2_ 佐々木孝弘市長と握
手を交わす小林選手（左）　3_ ジャンプ体験の前に、一連の動作「シミュレーション」を子どもた
ちに披露　4_ 最初は緊張していたものの、何度も繰り返し上達する子どもたち　5_ バランス感
覚を養うスラックラインコーナーも設置されました　6、7_ 子どもたちと触れ合う小林選手

１

２３４

５

６７

小林陵侑選手がジャンプ体験イベントを開催

最

４

Ski Jumping　当市出身のプロジャンパー小林陵侑選手は、出身の柏台でスポーツの楽し
さを伝えるイベントを開きました。
　２日間にわたって開かれたイベントではミニジャンプ体験のほか、トーク
ショーやじゃんけん大会なども行われ、会場は終始にぎわいを見せていました。

2m
17m

1 日
岩手県スキー連盟

ヒルサイズ
長さ

制作日数

ジャンプ台情報

制作
ジャンプ部

八幡平の残雪材質
（10tトラック6 台分）

協力
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インバウンド観光地づくり

　当市を含む八幡平エリアが、令和５年３月に「地方における高付加価値なインバウン
ド観光地づくり事業のモデル観光地」として観光庁から選定されました。
　このことを受け、当市を含む観光協会など地域の団体で構成する市観光協議会は、訪日
外国人の誘客に向けた取り組みを示したマスタープランを策定したのでお知らせします。

八
幡
平
エ
リ
ア
の
現
状

マスタープランを策定

　
観
光
庁
は
、
令
和
４
年
５
月
に
、

訪
日
旅
行
者
の
観
光
消
費
額
拡
大

を
目
的
と
し
て「
地
方
に
お
け
る
高

付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。昨

年
３
月
に
は
、こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、集
中
的
な
支
援
を

実
施
す
る
モ
デ
ル
観
光
地
と
し
て
、

公
募
に
よ
り「
八
幡
平
エ
リ
ア
」を

含
む
全
国
11
の
地
域
を
選
定
し
ま

し
た
。

重
点
支
援
地
域
に
指
定

　
当
市
を
含
む
観
光
協
会
な
ど
地

域
の
団
体
で
構
成
す
る
観
光
協
議

会
は
、
高
付
加
価
値
旅
行
者
を
誘

致
す
る
た
め
の「
高
付
加
価
値
な

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
令
和
６
年
３

月
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
訪
日

外
国
人
の
消
費
や
行
動
の
傾
向
分

析
に
加
え
、エ
リ
ア
内
の
現
状
や
、

潜
在
的
な
観
光
資
源
と
な
り
得
る

　
表
１
は
、
日
本
に
訪
れ
た
外
国

人
観
光
客
が
宿
泊
し
た
エ
リ
ア
を

　
次
に
、
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
さ

れ
た
他
の
主
な
地
域
と
比
べ
る

（
表
2
）と
、
八
幡
平
エ
リ
ア
へ
の

訪
問
者
数
は
７
番
目
で
約

8
万
7
千
人
。
訪
問
者
数
が
１
番

多
い「
せ
と
う
ち
エ
リ
ア
」と
比
較

す
る
と
約
19
倍
近
く
の
差
が
あ
り

ま
し
た
。
訪
問
率
で
見
る
と
、
全

国
の
観
光
地
の
中
で
八
幡
平
エ
リ

ア
は
0・4
㌫
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

エリア 訪問者数 訪問率

八幡平 8.7万人 0.4％

せとうち 165万人 7.2％

沖縄・奄美 96.6万人 4.2％

表２_ 外国人旅行者の訪問者数と全
国における訪問率（2019年）

示
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
中
で
八

幡
平
エ
リ
ア
を
含
む
東
北
エ
リ
ア

は
全
体
の
0・9
㌫
に
と
ど
ま
り
、

海
外
で
の
注
目
度
や
認
知
度
が
低

い
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
八
幡
平
エ
リ
ア
に
お
け

る
外
国
人
旅
行
者
一
人
当
た
り
の

買
物
代（
表
３
）は
7
千
円
と
な
っ

て
お
り
、
モ
デ
ル
地
域
で
消
費
単

価
が
一
番
高
い
鹿
児
島
・
阿
蘇
・

雲
仙
エ
リ
ア
と
は
4
6
0
0
円

の
差
が
あ
り
ま
す
。

　
八
幡
平
エ
リ
ア
に
対
す
る
外
国

人
観
光
客
の
認
知
度
の
低
さ
が
顕

著
で
、消
費
機
会
の
少
な
さ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

エリア 買物代

八幡平 0.70万円

鹿児島・
阿蘇・雲仙 1.16万円

伊勢志摩およ
び周辺地域 0.84万円

表３_ 外国人旅行者の１人あたりの
買物代（2019年）

東京都
40.2%

京都府
10.9%

大阪府
14.2%

北海道
5.9%

その他
27.9%

東北
0.9%

2023年３月時点

表１_ 外国人観光客の宿泊先エリアの
割合

要
素
を
明
確

化
し
、
グ

ル
ー
プ
ご
と

に
ゾ
ー
ン
分

け
を
行
い
ま

し
た
。

■問い合わせ先　商工観光課（☎・内線1316）

※

※ _訪日旅行一回あたりの総消費額が一人100万円以上の旅行者

高付加価値な
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
地
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

2024.６

　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、高
付
加

価
値
な
体
験
型
観
光
へ
の
関
心
と

消
費
意
欲
が
高
い
国
と
し
て
、こ
の

エ
リ
ア
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

の
主
な
国
で
あ
る
7
か
国（
台
湾
、

中
国
、
香
港
、
タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）を
誘
致

戦
略
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、上
記
7
か
国
と
の
共

通
点
が
多
い
ア
ジ
ア
圏
の
国
も
加

え
て
、継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

分
類
ご
と
の
目
標

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
い
、

多
く
の
訪
日
外
国
人
に
当
市
を
含

む
八
幡
平
エ
リ
ア
の
自
然
、文
化
、

歴
史
を
伝
え
、
海
外
の
富
裕
層
が

訪
れ
た
い
エ
リ
ア
と
し
て
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
地
場
産

品
の
購
買
に
つ
な
げ
、
観
光
産
業

の
持
続
化
を
図
り
ま
す
。

誘
致
対
象
の
主
な
国

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
高
付

加
価
値
旅
行
者
を
誘
客
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
取
り
組

み
を
、ウ
リ（
高
付
加
価
値
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
滞
在
価
値
）、

コ
ネ（
海
外
高
付
加
価
値
層
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
発
信
）、ヤ

ド（
宿
泊
施
設
）、ヒ
ト（
地
方
へ
の

送
客
、
ガ
イ
ド
）、ア
シ（
交
通
）の

　
現
在
、
旅
行
で
日
本
を
訪
れ
る

外
国
人
は
、
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い

旅
行
先
で「
そ
の
地
域
の
日
常
」、

す
な
わ
ち
外
国
人
に
と
っ
て
の

「
非
日
常
」の
体
験
を
求
め
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
当
市
に
は
、
郷
土
料
理
、
漆
器

な
ど
の
伝
統
工
芸
、
寺
社
、
伝
統

行
事
、
自
然
環
境
な
ど
、
昔
か
ら

の
風
景
や
文
化
が
今
も
残
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
そ
の
ま
ま
、
訪
日

外
国
人
を
呼
び
込
む
観
光
資
源
と

訪
日
客
に
と
っ
て
の
魅
力

な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
の
日
常
を
、

体
験
と
し
て
訪
日
外
国
人
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
体
験
環
境
を
整
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
タ
ー
ゲ
ッ
ト
国
の
既
存
会
員

組
織
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ
の
直
接

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
効
率
的

か
つ
効
果
的
な「
八
幡
平
エ
リ

ア・北
東
北
エ
リ
ア
」の
フ
ァ
ン

づ
く
り
を
行
う

コ
ネ

コ
ネヤド

▼
八
幡
平
を
含
む
北
東
北
エ
リ

ア
内
に
お
け
る
宿（
部
屋
）の
不

足
数
と
ク
オ
リ
テ
ィ
の
現
状
調

ウ
リ

▼
地
域
資
源
の
収
益
事
業
化
を

目
指
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
お

よ
び
観
光
人
材
育
成
を
最
優
先

課
題
と
位
置
付
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る

▼
際
立
つ
特
別
感
の
情
勢
と

ス
ト
ー
リ
ー
の
設
定
に
よ
り

独
自
性
を
創
出
し「
八
幡
平
エ

リ
ア
」を
選
ぶ
べ
き
理
由
を
明

確
に
す
る

▼
長
期
滞
在
型
を
想
定
し
、
滞

在
中
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
な
る
コ

ン
テ
ン
ツ
を
季
節
ご
と
に
設
定

す
る

ヒ
ト

▼
地
域
住
民
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

国
内
外
か
ら
広
く
人
材
を
受
け

入
れ
、
公
的
機
関
の
設
定
資
格

者（
ガ
イ
ド
な
ど
）を
広
く
活
用

し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
を
推

進
す
る

ア
シ

査
を
実
施
し
、
将
来
的
な
回
遊

性
を
高
め
る
よ
う
宿
の
適
切
な

配
置
を
誘
導
す
る

▼
観
光
事
業
者
に
よ
る
地
域
の

公
共
的
な
運
送
を
確
保
す
る
た

め
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
制

度
の
活
用
や
自
動
運
転
車
両
の

導
入
な
ど
に
取
り
組
む
交
通
特

区
を
提
案
す
る

5
つ
の
観
点
か
ら
、
次
の
と
お

り
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
を
基
に
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
誘
致
に
取
り
組
み

ま
す
。
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タ
ブ
レ
ッ
ト
や
大
型
映
像
装
置
を
使
っ

た
教
育
は
、
学
校
の
状
況
に
応
じ
、
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
ご
ろ
か
ら
合
同
で
の
宿
泊
研

修
を
行
っ
て
い
る
安
代
・
田
山
小
で
は
、
研

修
に
向
け
た
目
標
や
役
割
分
担
な
ど
児
童

同
士
の
打
ち
合
せ
に
も
活
用
。本
年
度
は
５

月
10
日
に
１
回
目
の
合
同
授
業
が
行
わ
れ
、

安
代
小
５
年
生
14
人
と
、約
12
㌔
離
れ
た
教

室
に
い
る
田
山
小
５
年
生
10
人
を
オ
ン
ラ

GIGAスクール

１_田山小とリモートで宿泊研修の打ち合わせを
行う安代小の５年生。
２_タブレット端末で課題を解くと、電子黒板に
反映され、クラス全体の状況を即時に把握できま
す。（西根中）
３_児童総会の資料をデータで配布。タブレット
端末で閲覧しながら審議を行いました。（平舘小）

よ
り
良
い
学
習
環
境
を
目
指
し
て

小
学
校
間
の
連
携
に
も

ICT推進員　金野 節
たかし

さん

　子どもたちは、端末を遊ぶための
ものではなく1つの文房具として認
識し、使用しています。学校では疑
問に思ったことをすぐに調べたり自
分の考えを友達と共有してさらに発
展させたりするなど、ICTを正しく
活用することでより深く学ぶことが
できています。
　私たちの生活は、すでにデジタル機
器とは切り離せない時代になっていま
す。道具に使われず、使いこなせる人
になれるようサポートしていきます。

教
育
が
進
ん
で
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
　
教
育
指
導
課（
☎
・
１
4
3
2
）

１

３

２

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、動
画
や
画
像
を
用
い
る
こ
と
で
視

覚
・
聴
覚
的
に
分
か
り
や
す
い
指
導
が
で
き

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、自
ら
情

報
を
選
択
し
、効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
主

体
的
に
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
情
報
活

用
能
力
の
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
機
器
導
入
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
本
市
で
は
導
入
の
前
段
階
か
ら
現
在

ま
で
、
子
ど
も
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
を

豊
か
に
生
き
ら
れ
る
力
を
養
う
た
め
、
学

校
現
場
で
も
研
究
と
創
意
工
夫
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
教
育
や
日
常
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
I
C
T
に
触
れ
、
学
ぶ
楽
し

さ
を
見
つ
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
」の
実
現
に
向
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
教
育
が
本
市
で
も
定
着

し
て
き
て
い
ま
す
。
市
で
は
令
和
３
年
度

に
、
小・中
学
生
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
で

き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
一
人
に
一
台
貸

与
。
学
校
に
は
電
子
黒
板
、
大
型
映
像
装

置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
電
子
機
器
の
活

用
で
、学
校
に
限
ら
ず
家
庭
で
も
、子
ど
も

た
ち
が
自
分
の
興
味
関
心
を
自
ら
深
め
ら

れ
る
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

学校現場でICT環境をサポート

I
C
T
を
活
用
し
た

市
内
の
小
中
学
校
で

子どもたちを誰一人
取り残すことなく育成
できる教育環境を実現

する構想

※インターネットを活用した情報共有を実現する技術の総称

※

イ
ン
で
つ
な
げ
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。両
校
で
は
今
回
を
含
め
6
月
5
日
の
出

発
ま
で
に
計
2
回
の
合
同
授
業
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
ほ
か
、６
年
生
の
修
学
旅
行
で

も
同
様
に
、
事
前
学
習
を
行
う
予
定
で
す
。きます」と挨拶すると、引き続いて行われたテープ

カットには、大更こども園の園児4人も参加し、開
所に花を添えました。
　市役所西根総合支所は、利便性の向上を目的に
大更駅前地区への移転が計画されていたもので、
令和2年8月17日に、それまでの場所（現在はＪ
Ａ新岩手八幡平支所）から、西根地区市民セン
ターへ仮移転を行い、今回の本移転となったもの
です。

テープカットで開所
を祝う (左から）工藤
剛県議、佐々木市長、
工藤隆一市議会議長
と大更子ども園の園
児たち

入り口 ATM

会議室
多機能
トイレ

給湯室

女子トイレ

男子トイレ地域振興係 市民福祉係

カウンター

総合支所 庁内配置図西根

八幡平市大更第25地割56番地１
☎ 76-2111

■所在地・電話番号

も
っ

と便
利に
  さらに使いやす

く４月30日

OPENOPEN

●

●

Ｊ
Ｒ
花
輪
線

国
道
2
8
2
号
（
西
根
バ
イ
パ
ス
）

大
更
駅市
立
病
院●

●

大更コミセン

大更郵便局
フーガの広場

西根総合支所

旧
国
道
２
８
２
号

西根総合支所が大更駅前地区に移転しました
　大更コミュニティセンター前に移転した市役所
西根総合支所の開所式は4月30日、同支所で行わ
れました。
　午前8時から行われた開所式には、関係者や大
更こども園の園児など約30人が出席。主催者を代
表し佐々木孝弘市長が「西根総合支所が大更駅前
に移転することで、西根地区の皆さんの利便性が
大きく向上するものと考えています。市民サービ
スの向上を第一に今後も行政運営に取り組んでい

西
根
総
合
支
所
っ
て

ど
ん
な
と
こ
？
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市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE

　
市
は
空
き
家
を
地
域
活
性
化
に

活
用
し
よ
う
と
す
る
団
体
に
改
修

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
限
度
額　
工
事
費
の
３
分

の
２
の
額（
１
0
0
万
円
を
上
限
）

■
申
請
期
限　
６
月
28
日
㈮

空
き
家
活
用
の
た
め
の

改
修
費
を
助
成
し
ま
す

詳
し
く
は
下
記
Q
R
コ
ー
ド

　
市
は
、
市
民
の
意
欲
や
柔
軟
な

発
想
を
市
政
に
生
か
す
こ
と
を
目

ま
ち
づ
く
り
に
あ
な
た
の

意
見
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い

的
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提

言
や
ア
イ
デ
ア
を
、
市
民
一
人
一

人
が
市
長
に
直
接
提
案
す
る
個
別

広
聴
を
行
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

陳
情
、
要
求
、
個
人
的
相
談
、
他

人
の
誹
謗
・
中
傷
を
目
的
と
す

る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

▼
市
長
と
語
り
合
お
う

　
「
市
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
」で

皆
さ
ん
が
思
い
描
く
市
の
将
来
像

を
、
市
長
と
直
接
語
り
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
対
象　
市
内
で
活
動
す
る
団
体

や
グ
ル
ー
プ（
地
域
振
興
協
議
会
、

自
治
体
、P
T
Ａ
、老
人
ク
ラ
ブ
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、
職

場
団
体
な
ど
）

※
当
日
は
５
人
以
上
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
開
催
時
間　
午
前
10
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
の
間
で
２
時
間
以
内

■
開
催
日
時・
場
所　
申
し
込
み

団
体
と
協
議
し
て
決
定
し
ま
す
。

会
場
は
申
し
込
み
団
体
で
手
配
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
開
催
希
望

日
の
お
お
む
ね
1
カ
月
前
ま
で

に
企
画
財
政
課
広
報

広
聴
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
申
込
用
紙
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
市
長
へ
直
接
届
け
よ
う

市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
郵
送
な
ど
で
投
書

す
る「
わ
た
し
の
提
言
」を
募
集
し

て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ
た
提
言
は
、

市
長
が
直
接
目
を
通
し
、
希
望
に

応
じ
て
回
答
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
内
容
を
市
役
所
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

■
提
言
方
法　
提
言
用
紙
と
専

用
の
郵
送
用
封
筒
に
よ
り
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
本
庁
舎
に
は
、

投
函
で
き
る
提
言
箱
も
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
提
言
用
紙
は
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
言
用
紙
と
郵
送
用
封
筒
の
設

置
場
所
　
▼
西
根
・
安
代
各
総
合

支
所　
▼
田
山
支
所　
▼
大
更
・

田
頭
・
平
舘
・
寺
田
・
松
尾
・
細

野
・
畑
・
荒
屋
・
五
日
市
・
浅

沢
・
舘
市
の
各
コ
ミ
セ
ン　
▼
八

幡
平
市
立
病
院　
▼
安
代
・
田
山

の
各
診
療
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財

政
課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内

線
1
2
0
2
）

詳細はこちら

詳細はこちら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

瀬
川
和
三
さ
ん
が
着
任

　
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
、瀬
川
和か

ず
み三

さ
ん
が
５
月
１
日
付
け
で
着
任
し

ま
し
た
。商
工
観
光
課
物
産
振
興
係

に
所
属
し
、地
場
産
品
販
路
開
拓
業

務
に
携
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

物
産
振
興
係（
☎
・
内
線

1
3
4
9
）

空
き
家
解
体
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

　
市
は
老
朽
化
し
た
空
き
家
を
解

体
し
、そ
の
敷
地
の
有
効
活
用
を
進

め
る
た
め
空
き
家
の
解
体
お
よ
び

撤
去
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
補
助
限
度
額　
工
事
費
の
３
分

の
２
の
額（
１
0
0
万
円
を
上
限
）

か
ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
地
域
安
全
係
（
☎
・
内
線

1
2
6
5
）

■
申
請
期
限　
６
月
28
日
㈮

詳
し
く
は
左
記
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

詳細はこちら詳細はこちら

新たに着任した瀬川さん

医
療
用
補
正
具
購
入
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

　

市
は
が
ん
の
治
療
を
す
る
人

が
治
療
を
続
け
な
が
ら
安
心
し

て
社
会
生
活
と
両
立
で
き
る
助

け
と
な
る
よ
う
、
医
療
用
補
正
具

（
全
頭
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
乳
房
補
正

具
）の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
次
の
⑴
～
⑷
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
人

⑴
医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
た

日
お
よ
び
申
請
時
に
市
に
住
所
を

有
し
て
い
る

⑵
現
在
が
ん
の
治
療（
手
術
、薬
物

治
療
、
放
射
線
治
療
な
ど
）を
受
け

て
い
る
、
ま
た
は
過
去
に
受
け
た

⑶
脱
毛
や
乳
房
切
除
に
よ
り
、医

療
用
補
正
具
を
購
入
し
た

⑷
申
請
す
る
医
療
用
補
正
具
に

つ
い
て
、
過
去
に
市
や
他
の
自
治

体
の
助
成
な
ど
を
受
け
て
い
な
い

■
助
成
対
象
費
用
お
よ
び
助
成
額

医
療
用
補
正
具
1
種
類（
乳

房
補
正
具
は
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ

1
種
類
）に
つ
き
、
次
表
に
示
す

購
入
費
用
の
2
分
の
1
の
額

（
千
円
未
満
を
切
り
捨
て
。
上
限

2
万
円
）を
助
成
し
ま
す
。

※
医
療
用
補
正
具
の
購
入
の
た
め

に
要
す
る
交
通
費
、
送
料
、
代
金

決
済
手
数
料
な
ど
の
諸
費
用
お
よ

び
附
属
品
、
ケ
ア
用
品
、
下
着
類

の
購
入
費
用
は
助
成
対
象
外

■
申
請
方
法
　
次
の
①
～
④
の
書

類
を
そ
ろ
え
て
、
健
康
福
祉
課
の

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
、
②
の
申
請
書
様
式
は
健
康

福
祉
課
の
窓
口
ま
た
は
、
市
の

　

市
は「
第
21
回
Ｉ
Ａ
Ｔ
ふ
る
さ

と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」（
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ

主
催
）へ
の
出
展
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

　

参
加
申
し
込
み
後
に
調
整
協

議
を
設
け
、
注
意
事
項
の
説
明

や
ど
の
よ
う
な
内
容
で
制
作
を

検
討
し
て
い
る
の
か
聞
き
取
り

を
行
い
ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た

15
秒
の
Ｃ
Ｍ
で
、未
発
表
の
作
品
。

た
だ
し
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
参
加
の
流
れ

⑴
参
加
申
込
書
の
提
出

⑵
参
加
調
整
協
議

⑶
作
品
提
出

⑷
市
の
代
表
作
品
選
考
会

⑸
番
組
収
録
に
対
応

■
参
加
申
込
期
限　
７
月
１
日
㈪

■
参
加
調
整
協
議　
７
月
１
日
㈪

か
ら
4
日
㈭
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限　
10
月
4
日
㈮

■
規
格　
H
D（
16
：
９
）を
基
本

と
し
、D
V
D
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ

イ
デ
ィ
ス
ク
な
ど

■
番
組
収
録
日　
11
月
下
旬

■
賞
品　
作
品
提
出
者
に
市
共
通

商
品
券（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最

大
で
２
万
円
分
）を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政

課
広
報
広
聴
係（
☎
・
内
線
１
２

0
３
）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

詳細はこちら

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

【
現
金
の
寄
付
】

▼
岩
手
日
報
八
幡
平
広
華
会
様
…

５
月
2
日
、
子
育
て
世
代
な
ど
へ

の
支
援
を
目
的
に
12
万
1
3
5
0

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
厚
意
を
紹

介
し
ま
す
。

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

▼
協
栄
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
様
…

３
月
14
日
、地
域
の
元
気
を
生
か
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
3
0
0
万

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

種　類 費　用

医療用ウィッグ（全
頭用）

本体1台分の購入費用

乳房補正具 人工乳房、パッドおよびニップ
ルの購入費用

①
市
が
ん
患
者
医
療
用
補
正
具
購

入
費
助
成
金
交
付
申
請
書

②
が
ん
治
療
受
診
証
明
書
、
ま
た

は
、が
ん
治
療
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類（
手
術
、
薬
物
治

療
、ま
た
は
放
射
線
治
療
に
関
す
る

説
明
書
、診
断
書
、治
療
方
針
計
画

書
、
診
療
明
細
な
ど
）の
写
し

③
医
療
用
補
正
具
を
購
入
し
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類（
品
目
、購
入

の
年
月
日
お
よ
び
金
額
の
記
載
が

あ
る
領
収
書
な
ど
）の
写
し

④
申
請
者
本
人
を
確
認
で
き
る
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
除
い

た
書
類（
運
転
免
許
証
、
そ
の
他

官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許

可
証
も
し
く
は
資
格
証
明
書
な

ど
）の
写
し

表：助成対象となる医療用補正具の種類・費用

農
業
者
年
金
の
現
況
届
は

６
月
末
が
提
出
期
限
で
す

　
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
送
付
さ

れ
て
い
る
現
況
届
の
提
出
期
限
は

６
月
28
日
㈮
で
す
。
案
内
を
確
認

の
上
、
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
提
出
し
な
い
場
合
は
、
11
月
以

降
の
支
払
い
が
差
し
止
め
と
な
る

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

▼
農
業
委
員
会
事
務
局

▼
西
根
総
合
支
所

▼
安
代
総
合
支
所

▼
田
山
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先　
農
業
委
員
会

事
務
局
農
業
振
興
係（
☎
・
内
線

1
3
5
2
）

※
④
の
書
類
が
提
出
で
き
な
い
場

合
は
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た
、
本
人

し
か
持
ち
得
な
い
と
判
断
さ
れ
る

書
類（
有
効
期
限
内
に
あ
る
も
の

２
点
）の
写
し

■
申
請
期
限
　
７
年
３
月
31
日
㈪

※
年
度
を
超
え
て
の
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係（
☎・内
線
1
1
9
0
）

昨年度は「おもしろ賞」を受賞しました

■
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
安

全
課
地
域
安
全
係
（
☎
・
内
線

1
2
6
5
）
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市役所からのHOT LINE 市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE市役所からのHOT LINE

　生涯学習人材バンクとまちづくり出前講座では、
多種多様な知識や技能を持った市民や市職員が講師
となり、皆さんのもとへ出向き講座を行っています。
　工作講座をはじめ、ニュースポーツなど幅広いメ
ニューを用意しています。
■申し込み方法　出前講座は市内に在住、通勤また
は通学しているおおむね10人以上の団体であれば申
し込みできます。講座一覧表の中から希望の講座を選

び、仮予約をした後、会場を決め、受講希望日の2週
間前までに申込書を提出してください。その後、日程
などを調整します。申込書は市ウェブサイトからダウ
ンロードするか各コミセン、文化スポーツ課で交付を
受けてください。
■問い合わせ先　文化ス
ポーツ課生涯学習係（☎・
内線1144） まちづくり出前

講座はこちら
生涯学習人材
バンクはこちら

No 講座名【所要時間】 担当課・講師 内線番号

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

1 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1201

2 日本遺産奥南部漆物語～安比川流域に受け継がれる伝統技術～【30分～ 60分】 企画財政課 1207

3 防災講座【30分～120分】 防災安全課 1262

4 交通・防犯講座【30分～60分】 防災安全課 1265

5 ～家への愛情を未来につなぐ～空き家にしないそのために【70分】 まちづくり推進課 1452

6 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】 まちづくり推進課 1451

7 みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【30分】 まちづくり推進課 1458

8 八幡平市の公共交通政策について【60分】 まちづくり推進課 1453

9 みんなが進める男女共同参画【60分】 文化スポーツ課 1141

10 気軽にスポーツはじめてみませんか？【60分～120分】 文化スポーツ課 1147

11 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1316

12 オーストラリア人の国際交流員による異文化理解講座【60分】 商工観光課 1349

13 ごみを減らそう！分別しよう！【30分】 市民課 1069

14 食品ロス削減のために、できることから始めよう【30分】 市民課 1069

15 国民健康保険の仕組み【30分～60分】 市民課 1072

16 後期高齢者医療の仕組み【30分～60分】 市民課 1073

17 知っておきたい悪質商法～騙
だま

されないために、騙されたら～【30分～60分】 市民課 1066

18 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【60分～ 90分】 健康福祉課 1087

19 知っておこう！備えておこう！成年後見制度【30分～60分】 健康福祉課 1086

20 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～90分】 健康福祉課 1091

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

1 昔話語り（方言による手作り紙芝居・掛図）【30分】 髙橋さよ 文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学
習
係（
内
線
1
1
4
4
）を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

2 エコクラフト【360分】 佐々木敏夫

3 木工工作【90分～120分】 工藤博二

4 マーブルアート（ビー玉とワイヤーで作るクラフト）【120分】 川村 寿美子

5 ハーバリウム・UVレジンなど【60分～ 120分】 工藤優子

6 登山・トレッキング【場所により異なります】 田中耕一

7 歴史（中世城館）【応相談】 羽澤良和

8 栄養・調理指導【240分～ 300分】 勝又紀子

9 雅楽体験学習、演奏【応相談】 羽澤道広

10 西根の歴史・民俗・文化財（講義と探訪）【応相談】 渡辺義光

11 3色パステルアート【120分】 嶺岸恵子

12 折り紙【60分～ 120分】 中居友香

13 自然素材の工作（あけびつるクラフト、リースや弥次郎兵衛など）【60分～ 120分】 田中潔

14 スキー指導【応相談】 田中潔

15 金融リテラシー教育　ファイナンシャルプランニング【60分】 伊東加奈子

生涯学習人材バンクとまちづくり出前講座を利用してみませんか　

県民医療相談センター・いわて発熱等相談
センター
▶平日日中（9時～16時）
県民医療相談センター（☎019-629-9620）
▶夜間（16時～翌日9時）・休日・年末年始
いわて発熱等相談センター（☎0570-059-333）

県における発熱など・ワクチン副
反応症状がある人の相談窓口

▼
市
税
は
貴
重
な
財
源
で
す

市
税
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
す
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
で
す
。
納
付
さ
れ

た
市
税
は
、
社
会
福
祉
の
充
実
や

文
化
・
教
育
の
振
興
、
ご
み
処
理

や
道
路
整
備
な
ど
日
々
の
生
活
を

支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ
り
、

納
期
限
内
の
自
主
納
付
が
原
則

で
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
が

確
認
で
き
な
い
人
に
は
、
市
が

委
託
し
て
い
る「
市
税
等
納
付
案

内
セ
ン
タ
ー
」か
ら
電
話
に
よ
る

納
付
の
確
認
や
案
内
を
し
て
い

ま
す
。

▼
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利

市
税
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
指
定
し
た
口
座
か

ら
各
納
期
の
末
日
に
自
動
で
振
替

納
付
と
な
る
た
め
、
納
め
忘
れ
も

あ
り
ま
せ
ん
。

■
口
座
振
替
で
き
る
税

▼
固
定
資
産
税

▼
市
県
民
税
・
森
林
環
境
税

▼
軽
自
動
車
税
種
別
割

市
税
は
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

▼
国
民
健
康
保
険
税

■
申
し
込
み
方
法　
利
用
す
る
金

融
機
関
の
窓
口
に
納
入
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
印
を
持
参
し

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
市
内
金

融
機
関
に
口
座
振
替
依
頼
書
を
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
を
利
用
し
た

い
場
合
は
、
税
務
課
収
納
係
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
Q
R
コ
ー
ド
で
納
付
可
能
に

５
年
度
か
ら
、
口
座
振
替
と

同
様
に
４
つ
の
税
目
で
納
付
書

に
印
字
さ
れ
た
地
方
税
統
一

Q
R
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
読
み
取
る
こ
と
で
、

市
税
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
Q
R

コ
ー
ド
対
応
金
融
機
関
窓
口
で

も
納
付
で
き
ま
す
。

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　
社
会
保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
は
、
14

日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

就
職
や
退
職
し
た
際
は
忘
れ
ず
市

民
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　
国
保
税
は
前
年
の
所
得
を
基
に

計
算
す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど

が
済
ん
で
い
な
い
と
正
し
い
算
定

が
で
き
な
い
ほ
か
、
軽
減
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
納
付
が
困
難
な
人
は
相
談
を
】

　
災
害
や
疾
病
、
失
業
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
分
割
納
付
や
減
免
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
国
保
の
資
格
＝
市
民
課
国
保
年

金
係（
☎
・
内
線
１
0
７
７
）

▼
国
保
の
税
額
＝
税
務
課
市
民
税

係（
☎
・
内
線
１
１
２
７
）

　
市
内
で
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
内

ポ
ン
プ
の
詰
ま
り
が
た
び
た
び
発

水
洗
ト
イ
レ
に
異
物
を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

生
し
て
い
ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ
に

紙
お
む
つ
や
生
理
用
品
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
水
に
溶
け

に
く
い
も
の
を
流
す
と
、
宅
内
配

管
に
詰
ま
っ
て
水
洗
ト
イ
レ
の
水

が
逆
流
し
た
り
、
下
水
道
施
設
に

影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
詰
ま
り
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、

水
洗
ト
イ
レ
に
は
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
な
ど
水
に
溶
け
や
す
い

も
の
以
外
は
流
さ

な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
維
持
管
理
係

（
☎
・
内
線
１
２
７
７
）

　
利
用
方
法
そ
の
他
詳
細
に
つ
い

て
は
、
納
税
通
知
に
同
封
し
た
チ

ラ
シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
公
平
性
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分

納
付
催
告
に
応
じ
ず
納
税
相
談

の
連
絡
も
な
い
場
合
は
、
納
付
し

て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
ち
大

切
な
市
税
を
確
保
す
る
た
め
、
滞

納
し
て
い
る
人
の
資
産
や
収
入
の

調
査
を
行
い
財
産
を
差
し
押
さ

え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
売
な
ど

に
よ
り
換
価
し
、
滞
納
し
て
い
る

税
金
に
充
て
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

5
年
度
は
2
1
1
件
、
約

1
1
0
3
万
円
を
市
税
に
充
て

ま
し
た
。

▼
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
納
期
限
内
に
納

付
で
き
な
い
場
合
は
事
前
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
完
納
に
向
け
た

納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
窓
口
延
長
を
し
て
い
ま
す

毎
週
水
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

は
、
本
庁
で
午
後
５
時
15
分
か
ら

７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
、

各
種
証
明
書
の
発
行
や
市
税
な
ど

の
収
納
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
収
納

係（
☎
・
内
線
１
１
２
８・
１
１

２
９
）
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小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載）

病院名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 019-653-1151
盛岡赤十字病院（日赤） 019-637-3111
国立病院機構盛岡医療センター（国立） 019-647-2195
▶夜間の症状が重い場合（17：00～翌朝 9：00、土曜日は13：00（祝日の土曜日は 9：00）
から受け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診療
所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障
を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
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後
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休日当番薬局　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
リリィ薬局西根店（☎78-8560） ファーマックスかづの薬局（☎30-0033）
柏台薬局（☎71-1001） 黒沢薬局（☎35-3200）※日曜・祝日開局
すみれ薬局（☎78-8075） 花輪調剤薬局（☎30-0066）
大更調剤薬局（☎70-1320） 日本調剤鹿角薬局（☎30-1193）

常勤医の専門外来日、岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病院名 診療科目 診療日時

八幡平市立病院（☎76-3111）

糖尿病内科 毎週火曜日 午前中
耳鼻科 毎週水曜日 午前中
循環器内科 毎週水曜日 10：00～

小児科 毎週月・火・水・金曜日　9：00～
毎週木曜日 午前中

心臓・血管外科 第2木曜日 午前中
血液内科 第3水曜日（奇数月）　14：00～
脳神経外科 第1木曜日 14：00～
神経内科 第3木曜日 10：00～
整形外科 第1・3・5火曜日　 　9：00～

※八幡平市立病院の専門外来など（耳鼻科を除く）は、一般内科もしくは一般外科で初
診を受け、医師が必要と判断した場合、次回から予約受診になります。
※他医療機関に受診中の人は、紹介状が必要です。
※都合により変更・休診となる場合があります。事前に電話で確認してください。

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載）

市内 鹿角（市外局番 0186）
八幡平市立病院（☎76-3111） かづの厚生病院（☎23-2111）
東八幡平病院（☎78-2511） 鹿角中央病院（☎23-4131）
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
小児の受診を希望する場合は、事前に電話で確認してください。

▶夜間の症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科】へ
盛岡市神明町3-29、盛岡市保健所（☎ 019-654-1080）

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相談名 日時 場所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

6月21日㈮10：00～15：00
7月19日㈮10：00～15：00 要相談 市民課（☎・内線1066）

年金相談（要予約） 7月11日㈭10：00～15：30 市役所多目的
ホール棟

盛岡年金事務所
（☎019-623-6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課（☎・内線1070）
※定例行政相談はカレンダー内に記載しています。

市指定無形文化財の勇壮な舞「先祓い」
を披露7月14日（兄川稲荷神社ほか）

地域の安寧と発展を願い野口鹿踊を奉納
「白坂観音大祭」7月17日（聖福寺周辺）

 小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■松尾鉱山資料館臨時休館日 ■松尾鉱山資料館臨時休館日
■市消防演習　7：40～12：00

（松尾総合運動公園）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）かづの厚生病院
▶当番薬局（市内）リリィ薬局
西根店・（鹿角）ファーマック
スかづの薬局

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）鹿角中央病院▶当
番薬局（市内）柏台薬局・（鹿
角）花輪調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■もうすぐパパママ教室【受付】　
9:00~9:15（市役所多目的ホー
ル棟）

■八幡平CUPタグラグビー大
会　8：20～（市ラグビー場）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局（市
内）すみれ薬局・（鹿角）日本調
剤鹿角薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■おはなしのじかん　10：30～
11：00、13：30～14：00（図書館）
■Story Time　14：00～14：30

（図書館）
■ガーデンフェスティバル
11：00～（フーガの広場）
■仮装盆踊り大会　19：00～
21：00（フーガの広場） ▶当番医（市内）東八幡平病

院・（鹿角）未定▶当番薬局
（市内）柏台薬局・（鹿角）花輪
調剤薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■総合けんしん【受付】　7：00～
9：30（市役所多目的ホール棟）

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）未定▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局
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小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■博物館休館日
■三行詩巡回展（荒屋コミセン）
※25日まで
■定例行政相談　9：30～12：00
（市役所本庁舎、大更コミセン）
■基本けんしん【受付】　9：30～
11：00、13：30～15：00（田山コミ
セン）

■図書館休館日 ■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■松尾鉱山資料館臨時休館日
■ ヨ ガ 教 室　10：00～11：30
（市総合運動公園体育館）

■松尾鉱山資料館臨時休館日
■定例行政相談　9：30～12：00
（安代総合支所）
■機能改善トレーニング
10：00～11：00（安代地区体育館）
■本のクリニック　10：00～
15：00（図書館）

■松尾鉱山資料館臨時休館日

■市議会６月定例会・一般質
問（予定）

■市議会６月定例会・一般質
問（予定）

■市議会６月定例会・議案審
議（予定）

■市議会６月定例会・休会
（予定）

■市議会６月定例会・委員長
報告ほか（予定）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■松尾鉱山資料館臨時休館日

■図書館休館日
■松尾鉱山資料館臨時休館日
（午前中）
■離乳食教室【受付】　9：30～
9：40（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日
17：15～19：00（市民課）
■姿勢改善エクササイズ
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館）

■図書館休館日（図書整理日）
■三行詩巡回展（畑コミセン）　
※7月9日まで

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■ 岩 手 山 山 開 き　6：00～　

（焼走り登山口）

■図書館休館日
■乳 児 健 診【受付】　13：00～
13：15（市役所多目的ホール棟）
■１歳児健診【受付】　13：15～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　 12：50～14：50
（松尾地区内）
■３歳児健診【受付】　13：00～
13：30（市役所多目的ホール棟）

■胃がん検診【受付】　6：30～
8：30（細野コミセン）
■ノルディックウォーキング
10：00～11：00（市総合運動公
園内）
■移動図書　 13：00～14：40

（松尾地区内）

■胃がん検診【受付】　6：30～
8：30（田山コミセン）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■博物館休館日
■水中ゆっくりウォーキング
教室　14：00～15：00（松尾B＆
G海洋センター）

■図書館休館日
■機能改善トレーニング　
10：00～11：00（市総合運動公
園体育館）
■移動図書　 13：00～15：00
（荒沢地区）
■１歳６カ月児健診【受付】
13：00～13：30（市役所多目的
ホール棟）
■２歳６カ月児歯科健診【受
付】　14：00～14：15（市役所多目
的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■移動図書　 12：00～14：30
（田山地区）

■広報はちまんたい発行日
■総合けんしん【受付】　7：00～
9：30（大更コミセン）

■三行詩巡回展（細野コミセン）
※23日まで

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（国　立）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（国　立）

■海の日
■市役所閉庁日
■市民パークゴルフ大会
8：30～（市総合運動公園）

■博物館休館日
■図書館休館日

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■白坂観音大祭（聖福寺（西根
寺田）周辺）
■ ヨ ガ 教 室　10：00～11：30

（市総合運動公園体育館）

■機能改善トレーニング 　
10：00～11：00（安代地区体育館）
■本のクリニック　10：00～
15：00（図書館）

▶当番医（市内）八幡平市立病
院・（鹿角）未定▶当番薬局

（市内）大更調剤薬局・（鹿角）
黒沢薬局
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地域の伝統に親しむ「相撲大会」7月12日
（平舘小）、7月15日（大更小＝八坂神社）

今年も幼年消防クラブによるダンスを披露
「市消防演習」6月23日（松尾総合運動公園）

月 Monday 火 Tuesday 水 Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

もしもの時は7月21日6月17日情報カレンダー

市税納期（納期限7月31日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第１期）市税納期（納期限7月１日）　市県民税（第１期）

※イベントの写真は過去の様子です

お詫びと訂正
広報はちまんたい5月9日号(№ 347)の12・13㌻「暮らしの情報カレンダー」で基本けん
しんの午前中の受付時間を9：30～11：30と表記しましたが、正しくは「9：30～11：00」でした。
お詫びして訂正いたします。　※6月は7日㈮、8日㈯、10日㈪、14日㈮が訂正となります。
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よろこび・おくやみ ※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。
（４月届け出分）

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

令和６年度「広報はちまんたい」広告代理店

お幸せに

やすらかに

●人口の動き【4月30日現在　（　）は前月比】
地 区 人 口 世 帯 数
西 根 14,258（－34） 6,297（＋10）
松 尾 5,334（－30） 2,608（－9）
安 代 3,689（－17） 1,701（＋5）
合 計 23,281（－81） 10,606（＋6）
男 性 11,236（－44）
女 性 12,045（－37）

出生 ３ 死亡 48
転入 65 転出 101

すこやかに

項 目 4月 １月からの累計

人身事故 2（0） 7（８）
物損事故 30（30） 180（162）
負 傷 者 ３（0） ８（８）
死 者 0（0） 0（0）
飲酒運転 0（１） 0（１）
火 災 0（１） ３（2）
救 急 103（84） 460（444）

● 交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数

INFORMATION

　国民年金保険料の免除、納付猶
予、学生納付特例を受けた期間が
あると、保険料を全額納めたとき
に比べ、老齢基礎年金額が少なく
なります。10年以内であれば、さ
かのぼって納める（追納する）こ
とができます。
　免除などの承認から3年度目
以降の追納の場合、当時の保険
料額に一定額が加算されますの
で、早めの追納を推奨します。
■問い合わせ先　▶ねんきん加入
者ダイヤル（☎0570-003-004）▶盛
岡年金事務所（☎019-623-6211）

国民年金保険料の追納で
将来の年金額が増えます　県議会では、夏休み親子県議会

教室の参加者を募集しています。
■開催日　7月27日㈯　
■場所　県議会議事堂ほか
■対象者　県内の小学校・義務
教育学校に通う5・6年生と保
護者20組（40人）程度
■申込期限　6月17日㈪
■問い合わせ先　県議会事務局政
策調査担当（☎019-629-6022）

夏休み親子県議会
教室を開催します

　市朗読ボランティアほおずきの
会では、読み聞かせや朗読会の活動
のほか、平舘高校の生徒と一緒に

『広報はちまんたい』を録音したカ
セットテープやCDを作成し、視覚
障がい者などへ提供しています。
　視覚障がい者に限らず、自身で
字を読むのがおっくうになってき
た人など、配布の希望者を募集し
ています。また、ボランティア会
員も随時募集しています。
■問い合わせ先　同会事務局　関
山（☎74-2508）

広報はちまんたいを
声で楽しみませんか

　県保育士・保育所支援センター
では、保育士の就職（学生も可）な
どの相談会を開きます。保育士資
格を持っているが保育士未経験、
ブランクがあり働き方を迷ってい
る人などは相談してみませんか。
■日時　6月12日㈬、7月10日㈬
いずれも午前10時から正午まで
■場所　ハローワーク盛岡
■問い合わせ先　同センター（☎
019-637-4544）※事前予約を推奨

保育の仕事に関する
相談会を開催します

　県では、狩猟免許（わな猟、第一
種銃猟）の試験を行います。
■試験日時　7月21日㈰午前9時
半から午後5時まで
■会場　県立大学宮古短期大学部
■受験手数料　いずれも5,200円
※市では狩猟免許新規取得費補助
金を交付していますので、新規に
取得する際は、農林課林業係まで
相談してください。（☎・内線1336）
■申請期限　6月19日㈬
■問い合わせ先　県環境生活部自
然保護課（☎019-629-5371）　

富士山・青少年交流キャンプ
日　程 7月30日㈫～8月３日㈯ 
対　象 小学３年生～中学３年生
場　所 静岡県立朝霧野外活動センター
応募期限 7月9日㈫
小笠原アドベンチャースクール
日　程 8月15日㈭～22日㈭ 
対　象 小学３年生～６年生
場　所 東京都小笠原村父島
応募期限 7月16日㈫

　(公財)安全衛生技術試験協会東
北安全衛生技術センターでは、岩
手地区出張特別試験を行います。
■試験日　8月24日㈯
■会場　アイーナ
■種類　①第一種・第二種衛生管
理者　②ボイラー整備士、一級・二
級ボイラー技士、移動式クレーン
運転士、クレーン・デリック運転
士（クレーン限定）、潜水士
■試験手数料　各種 8,800円
■申請先　①(公財)岩手労働基準
協会　②同センター
■申請期間　6月24日㈪から7月
3日㈬まで　※簡易書留で必着
■問い合わせ先　同センター（☎
0223-23-3181）

労働安全衛生法に
基づく試験を実施

　森林を伐採・開発する際には、
伐採などを開始する90日から30
日前までの間に届け出や許可申請
などの各種手続きが必要です。
　伐採・開発の計画がある場合
は、下記まで相談してください。
■各種問い合わせ先　▶保安林以
外の森林での立木の伐採＝農林課
林業係（☎・内線1336）　 ▶保安林
での立木の伐採や土地の形質の
変更＝盛岡広域振興局林務部

（☎019-629-6615）　▶保安林以外
の森林での1㌶を超える開発行
為＝同林務部（☎019-629-6616）

森林伐採や開発は
手続きが必要です

　県では「いわて産業人材奨学金
返還支援制度」の対象者（定員120
人）を募集しています。
■対象者　いずれにも該当する人
▶（独）日本学生支援機構の第一種
または第二種奨学金の貸与を受け、
将来返還予定または返還中の人
▶県の認定企業へ就職し、県内への
定住を希望する人
■支援内容　返還総額の2分の1
の助成金を交付（上限あり）
■応募期限　9月30日㈪
■問い合わせ先　（公財）いわて産
業振興センター産業支援部（☎
019-631-3828）、県ものづくり自動
車産業振興室（☎019-629-5553）

県内に定住し働く
若者を支援します

　（公財）国際青少年研修協会では、
両事業の参加者を募集しています。

夏休み青少年交流に
参加してみませんか

狩猟や有害鳥獣駆除
には免許が必要です

■問い合わせ先　同協会（☎03-
6825-3130）
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※個人情報保護の観点からホームページ上には載せないこととしました



平高生活を送る生徒を紹介 !

Vol.

福
祉
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ッ
ト
ワ
ー
ク

５１ 平高noteは
こちらから

平高HPは
こちらから

平高の魅力や話題を発信します

（問い合わせ先) 平舘高校 ☎ 74-2610
HP　http://www2.iwate-ed.jp/tar-h/

店頭に並ぶ地域ならではの
商品を調査する生徒たち

SNS犯罪の事例を紹介
　スマホの利用に伴うトラブルの予防などを目的と
した携帯・スマホ安全教室は4月23日、全校生徒を
対象に開かれました。岩手警察署の菅

すがなみすすむ

波進生活安全
課課長より、利用に潜むトラブルの危険性や違法行
為となる事例について説明を受けたほか、SNSを
通じた安易な情報発信が、さまざまな事件に巻き込
まれるきっかけにもなることを学びました。
　普通科2年の髙橋隼

は や と

人さんは「使用の仕方を一つ
間違えただけで被害者にも加害者にもなる可能性が

真剣に耳を傾ける生徒たち

　家政科学科コミュニティデザインコースの2年
生2名は4月25日、授業の一環で、市内にある産直
施設や道の駅にしねを訪問しました。家政科学科で
は、地域の観光資源や食文化などを学び、これを郷
土に貢献できるよう、実
践力を高めるための学習
に取り組んでいます。
　生徒たちは、柔軟なアイ
ディアで熔岩パンやバジ
ルクッキーに続く商品開
発を目指して頑張ります。

柔軟なアイデアで地域資源に彩りを●４25／

「軽い気持ち」だった ・・・ が要注意

携帯・スマホのルールとマナーを学ぶ
● ４23／

あることを学んだ。
これまで以上にスマ
ホの使い方には気を
つけたい」と便利さ
に潜む危険性やスマ
ホとの上手な付き合

い方を学んだ様子で、真剣
な表情で講義を受けた生
徒たちは、その内容を今後
の生活に役立ててくれる
ものと思います。

●
平
高
に
入
学
し
た
理
由

ム
ラ
サ
キ
の
研
究
や
紫
根
染
の

伝
承
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
が
と
て
も
強
い
学
校

で
、
高
校
卒
業
後
も
地
元
に
残
っ

て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
入
学
し
ま
し
た
。

●
平
高
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

各
種
検
定
な
ど
資
格
取
得
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
情
報

処
理
検
定
３
級
に
合
格
し
ま
し
た
。

今
は
漢
字
検
定
準
２
級
合
格
に
向

け
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
囲
碁
将
棋
部
で
は
、
県

高
校
将
棋
大
会
で
の
ベ
ス
ト
10
入

り
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

「
攻
め
る
前
に
守
り
を
し
っ
か
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

●
将
来
の
夢
・
進
路
は
？

地
元
に
就
職
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
は
就
職
に
備
え
て
適

性
検
査
の
テ
キ
ス
ト
に
毎
日
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
危
険
物
の

資
格
が
就
職
に
役
立
つ
と
知
り
、

乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者
の
資

格
取
得
も
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
漢
字
検
定
と
合
わ
せ
、
ど

ち
ら
も
絶
対
に
合
格
し
た
い
で
す
。

●
平
舘
高
校
の
オ
ス
ス
メ

髙橋 優
ゆ う た

太さん
（普通科３年：西根中出身）

図書視聴覚委員長
囲碁将棋部

年
生
が
屋
台
の
企
画
を
し
ま
す
が
、

今
年
は
自
分
た
ち
の
番
な
の
で
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
平
高
の
魅
力

授
業
や
講
演
会
な
ど
、
地
元
企

業
と
関
わ
る
機
会
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
自
分
に
は
と
て
も
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
は
毎
日
楽
し
い
で
す
が
、

体
育
祭
や
紫
薫
祭
な
ど
の
行
事
が

特
に
楽
し
い
で
す
。
紫
薫
祭
は
３

地元と連携した授業が豊富な学校です！

平高公認キャラクター
「平丸くん」

パチ
ッ !
!

対戦相手と白熱した試合を展開した髙
橋さん（5月10日、県高校将棋大会）

　食と健康について学び、家族や知人、地域に健
康づくりの輪を広げる食生活改善推進員を養成す
る教室を開きます。興味がある人は、男女を問い
ませんので、ぜひ参加してみませんか。
◆対象者　
▶健康づくりや食生活に関心がある人
▶市内に在住している人（学生は除く）
▶7年度から地域で食生活改善推進員としてボラ
ンティア活動ができる人
◆場所　松尾コミセン
◆定員　20人
◆参加費　材料費の一部として各回 300円
※受講料は無料ですが、テキスト・食品成分表代
として 1,760円が別途必要です。
◆持ち物　筆記用具、エプロン、三角布
※2回目以降は、テキスト、食品成分表、電卓
◆修了証書　養成教室全6回コース21時間30分
のうち、20時間以上受講した人に交付
◆申込期限　8月19日㈪

◆日程及び内容

　市は、誰にも言えない悩みを抱えている女性か
らの相談に応じています。秘密は厳守します。
◆相談日時　平日の午前9時から午後5時まで

（祝日・年末年始を除く）
◆相談内容　DV や離婚問題、家庭内問題など
▶配偶者やパートナーからのDVの事例
・身体的、精神的または言葉による暴力
・生活費をもらえないなどの経済的 DV

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
・
内
線
１
１
8
０

保
健
の
ひ
ろ
ば

あ
な
た
に
エ
ー
ル
地
域
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

☎
・
内
線
１
１
0
１

さまざまな問題を抱える女性の相談に応えます

回 日　程 内　容 （予定）

1 9月19日㈭
10：00～15：00

・開講式、講義（期待される推進員ほか）
・調理実習（減塩メニュー）

2 10月3日㈭
10：00～15：00

・講義（栄養、調理の基礎知識ほか）
・調理実習（市の食文化を学ぶ）

3 10月17日㈭
10：00～15：00

・講義（食育・食事バランスガイド）
・調理実習（子どもが喜ぶランチ）
・演習（献立作成）

4 10月31日㈭
10：00～15：00

・講義（生活習慣病予防）、演習（献立作成）
・調理実習（低栄養を予防する食事）

5 11月11日㈪
10：00～11：30

・運動実技（健康づくりと身体活動）　
※生活習慣病予防・改善教室と共催実施

6 11月14日㈭
10：00～15：00

・調理実習（自分で考えた献立）
・講義（推進員と地区組織活動）、修了式

◆申し込先み方法
健康福祉課健康推進係
まで電話または下記の

健康づくりは食生活から
　市食生活改善推進員養成教室を開催します　

QRコードか
ら申し込んで
ください。 4年度養成教室の様子

誰に悩みを相談してよいか迷ったら 弁護士による無料相談会を開催します

養育費はいくら
もらえる？

職場で差別に
遭っている

セクハラ被害
を受けた

離婚するには
どうしたら…

夫の暴力から
逃げたい

・友人らとの人間関係を断
ち切ろうとする社会的 DV
◆相談窓口　地域福祉課
こども家庭係
▶面談相談　要予約（☎・内
線1101）
▶電話相談　（☎・内線1078）

　岩手弁護士会と日本弁護士連合会では、女性の権
利に関する無料相談会（①面談・②電話）を開きます。
◆相談日時　6月25日㈫ ①午後3時から5時ま
で（要予約） ②午後1時から5時まで
◆相談内容　離婚、DV、ストーカー、セクシャル
ハラスメントなど女性にかかわる法律問題や性的
マイノリティの人が直面する家庭・職場・学校な
どの法律問題など。

◆面談相談会場　岩手弁護
士会（サンビル2階）　※予
約先（☎019-623-5005）
◆電話相談先　同弁護士会

（☎019-626-8131）
◆問い合わせ先　同弁護士
会（☎019-651-5095）

ストーカー被害
に遭っている

申し込みはこちら

16No.348 2024（R6）．617
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市内の文化財を紹介①

　安代地区にある兄川稲荷神社の境内の一角には、
山の神が祀

ま つ

られています。山仕事が盛んなこの地域
で山の神と呼ばれている
この像は、江戸時代につ
くられたと考えられ、安
代地区で最も古いといわ
れています。
　手を合わせた姿に、山
仕事の必需品である袴を
はいて山の神を表現して
るこの像は、平成26年8
月1日に「兄川山神宮の
山神像」として市指定有
形民俗文化財に指定され
ました。

人々を優しく見守り続ける「兄川山の神像」

温和な表情の山の神像

　兄川山の神像のように、北東北
には、仏像を彫るために本格的な
修行を積んだ仏師ではなく、仏師
の資格を持たない人が地域の
人々のために造った仏像が多く
残されています。自由に表現され
た姿には、なんとも言えない魅力
があります。

山神像が祀られている、
神社境内の兄川山神宮

著／島津 修、新田 亜素美　出版社／池田書店

『青魚で幸せになれる本』

▶本の修理
本のクリニック：毎月第3木曜日　午前10時から午
後3時まで
▶読み聞かせ（日本語または英語）
　①おはなしのじかん：毎月第2土曜日
　午前10時半から11時まで／午後1時半から2時まで
　②Story Time：毎月第2土曜日
　午後2時から2時半まで
※夏休みやクリスマスなど、季節の行事にも参加し
ています。
▶本棚整理：毎週水曜日の午後1時から3時まで
▶壁面装飾（館内の飾り付け）：不定期

◆７月１日㈪から読書マラソンが始まります
　事前申し込みは6月24日㈪から受け付けます。参
加を希望する人は市立図書館または松尾・荒屋コミ
セン図書室で申し込んでください。
　申込者にはスタンプカードを発行します
▷読書マラソン期間　7月1日㈪から12月28日㈯まで

　1年中手に入り、体にも良いア
ジ、イワシ、サバなどの青魚をおい
しく食べるための本。初心者のため
にアジ三枚おろしやイワシの手開
きのやり方を分かりやすく解説し
ています。

新着ピックアップ

図書館でボランティア活動をしてみませんか

　本の魅力を伝えたり、環境を整えたりするボランテ
ィアを募集しています。活動は随時見学できます。

Vol.111

はちまんたい通信は
こちらから

スパルタキャンプを一緒に受講し
た仲間と記念の一枚

今月の担当

赤
あかがわ

川 竜
りゅうのすけ

之介さん

は
じ
め
ま
し
て
。４
月
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任
し
た
赤
川
竜
之
介
で
す
。福

島
県
出
身
で
、前
職
は
東
京
で
会

社
員
を
し
て
い
ま
し
た
。昨
年
参

加
し
た
ス
パ
ル
タ
キ
ャ
ン
プ
を

き
っ
か
け
に
、雄
大
な
自
然
の
中

で
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

芽
生
え
、八
幡
平
市
に
移
住
し
ま

し
た
。
休
日
は
、受
講
期
間
中
に

体
験
で
き
な
か
っ
た
市
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
た
く
さ
ん
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は

有
害
鳥
獣
対
策
で
、農
林

課
林
業
係
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

４
月
の
中
旬
に
市
猟
友
会
の
瀬

川
会
長
に
お
会
い
し
て
、猟
友
会

の
高
齢
化
、将
来
の
担
い
手
不
足

な
ど
、現
在
抱
え
て
い
る
課
題
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
身
が
猟
友
会
に
参
加
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、こ
う
い
っ
た
市

民
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
声
を

参
考
に
、I
T
技
術
を
活
用
し
た

取
り
組
み
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。要
望
や
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

本
年
度
は
、
狩
猟
免
許
の

取
得
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
猟
友
会
の
皆
さ
ん
と
、
実

際
に
猟
に
参
加
し
た
り
、
箱
わ

な
を
使
用
し
て
有
害
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
り
と
い
っ
た
活
動
を
行

い
、
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
活
動
を
通

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

来
月
は
八
幡
平
キ
ッ
チ
ン
を
掲
載
予
定
で
す
。

大更駅

　大更駅は大正11（1922）年に開業しました。か
つては、松尾鉱山鉄道と結ばれた鉱石の輸送基
地として利用され、全盛期には全国の駅の中で
もトップクラスの営業成績を誇っていました。
　現在の駅舎は平成30（2018）年に完成したも
ので、駅西口と東側を結ぶ自由通路を利用し、
令和2（2020）年に駅東側に開院した市立病院
に行くことができます。駅の西側には、起業家
の成長をサポートする「市起業家支援セン
ター」があるほか、図書館や子育て支援などの
機能を有する複合施設の建設工事が進行中で、
駅を中心としたまちづくりが進んでいます。
　時と共に変化する大更の街並みを楽しみな
がら散策してみませんか。

大更駅で下車して新しい街並みを楽しむ

　JR花輪線の魅力と駅周辺の見どころを紹介。列車に揺られて、のんびり
と市内の名所を楽しんでみませんか。

大更駅

八幡平市立病院
大更コミセン

西根総合支所

市起業家
支援センター

駅から延びる屋根付きの自由通路は地域医
療の中核を担う市立病院前に続いています

次々と起業家を生み出す中心施設の起業家
支援センター

至 松尾

至 盛岡

来
月
は
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
を
掲
載
予
定
で
す
。

兄川山の神像を展示しています

　巡回展のため、盛岡・京都・
東京に出張していた兄川山の
神像が帰ってきました。
　神社にお戻しする前に、市
博物館で展示させていただく
ことになりましたので、ぜひ
足を運んでください。

足を運んでみませんか

　田山地区にある兄川稲荷神
社（兄川）、田山稲荷神社（田
山）、八幡神社（折壁・日泥）の
祭礼は、例年「田山地区統一祭
典」として、同一日に催され、
今年は７月14日を予定してい
ます。祭礼では、市指定無形民
俗文化財「先祓い」の舞がそれ
ぞれの神社で奉納されます。

田山地区の先祓いが見られます

展示は６月30日㈰まで
※月曜日は休館

6/1から市博物館で展示中

第12回目（最終回）は
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市民課

環境・衛生
ワンポイント
環境・衛生
ワンポイント

みんなが主役

【広告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

JA新いわて和牛改良組合女性部が牛
串の販売会を開催。八幡平牛の魅力
をPR（5月2日、道の駅にしね）

リズム良くピッチを刻んだ1区の澤口煌己さん（西根中）

たすきと絆を仲間につなぐ
一周継走で市内中学生が盛岡を駆け抜ける

　第77回盛岡市内一周継走大会は4月21日、県営運
動公園陸上競技場を発着点とする1周3.3㌔の周
回コース（男子5区間、女子4区間）で行われました。
　市内4中学校からは男女計8チームが出場。男子は
西根中の10位、女子は西根中の16位が最高位でした。
　3区を走った西根中の角掛涼

り ょ う た

太さんは「苦しい練
習も、みんなで声を掛け合って取り組んできた。秋
の県駅伝への出場権獲得を目指し、今後も質の高い
練習を積んでいきたい」と次を見据えています。 力走を見せトラックに戻ってくる小山田凛音さん（安代中）

小高い丘の上に咲き誇るソメイヨシ
ノを一目見ようと、多くの見物客が
訪れた（4月22日、野駄・為内の一本桜）

テープカットで開通を祝福。多く
の観光客の来訪を願った（4月26
日、八幡平樹海ライン開通記念式）

古
着
を
回
収
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、

古
着
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。
回
収
の
対

象
は
衣
類
一
般
、
服
飾
雑
貨
で
す
。

　

市
指
定
ご
み
袋
な
ど
中
身
が
見
え
る

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
持
ち
手
を
き
ち

ん
と
縛
っ
た
上
で
、
市
清
掃
セ
ン
タ
ー

に
直
接
搬
入
す
る
か
、
次
の
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
投
入

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方
に
注
意

　
最
近
、
ご
み
と
思
わ
れ
る
積
載
物
の
道

路
へ
の
落
下
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ケ

環
境
問
題
を
考
え
よ
う

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。
環
境
基

本
法
で「
環
境
の
日
」を
定
め
、
６
月
を
環

境
月
間
と
し
て
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー（
ア

イ
ー
ナ
）５
階
の
環
境
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
環
境
問
題
の
情
報
発
信
や
学

び
の
場
と
し
て
広
い
展
示
・
体
験
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
は
毎

日
開
館
し
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
ご
み
減
量
の
ほ

か
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
て

一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳細はこちら

ガ
や
交
通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
ご
み
を
搬
入
す
る

●
　
八
幡
平
市
役
所

　
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

　
安
代
総
合
支
所

※
移
転
し
た
西
根
総
合
支
所
で
は
回
収
し

て
い
ま
せ
ん
。

熱
中
症
は
予
防
が
大
事

　

近
年
の
気
候
変
動
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
数
や
死
亡

者
数
は
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
気
象
庁
・
環
境
省
で
は
、
４
月
下
旬
か

ら
10
月
下
旬
ま
で「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

か
ら
新
た
に
、
深
刻
な
健
康
被
害
が
発
生

し
う
る
場
合
に
備
え
、
一
段
上
の「
熱
中

症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
涼
し
い
服
装
や
こ
ま
め
な

水
分
補
給
を
心
掛
け
、
熱
中

症
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、家
電
４
品
目（
エ
ア
コ
ン
、テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機
）は
、清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
廃
棄
物
を
減
量
す
る

と
と
も
に
、
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す

る
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
た
め
で
す
。
家
電
４
品
目
を
壊
し
て

●●

詳細はこちら

際
は
、
荷
台
を
覆
い
、
ロ
ー
プ
で
縛
る
な

ど
落
下
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
へ
出
す
こ
と
も
違
法
行

為
で
す
。
適
正
な
処
分
を
し

て
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら詳細はこちら

にぎわいと交流拠点整備へ
大更駅前顔づくり施設建設工事の安全を祈願

　市が大更駅前に整備する（仮称）大更駅前顔づくり
施設の安全祈願祭は5月18日、工事を請け負う㈱遠忠
が主催して行われ、同社の社員や市の関係者など約50
人が出席し、工事の安全と建物の完成を祈願しました。
　挨拶した佐々木孝弘市長は「施設は地域の皆さんと
検討を進めてきたもので、駅前のにぎわい創出の拠点
となる施設」と使用開始に向け期待を込めました。施設
は子育て支援施設、屋根付き公園、図書館などの機能
を有する複合施設で、来年度の完成を予定しています。工事の安全と完成を願い、くわ入れをする佐々木市長

20No.348 2024（R6）．621



すごいぞ重機 力強さを体感
子どもたちがほ場整備現場見学と機械操作体験

　市役所本庁舎南側から平舘までの区域で工事が行われ
ている圃

ほ

場整備事業「後藤川7、8、9号」の合同現場見学
会（主催：昭栄建設㈱）は5月11日、現地で行われました。
　見学会には松野、寺田両学童保育クラブの児童な
ど約30人が参加。子どもたちは、事業の説明を受け
た後、工事現場で建設機械の操作を体験しました。
　石井春

は る

瑠君（寺田小5年）は「工事現場は広くて、す
ごい労力が必要だと思った。バックホーのアームは手
と同じ感覚で動くのが楽しい」と笑みを浮かべました。指示を聞きながら、上手に機械操作する児童

しなやかな舞を披露する浅沢神楽保存会のメンバー

地域に受け継がれた舞を披露
浅沢神楽まつりで各地に伝わる神楽を楽しむ

　浅沢神楽まつり（浅沢神楽保存会主催）は5月4
日、浅沢神楽伝承館で開かれました。
　まつりには、浅沢神楽保存会のほか、二戸市の深

し ん ざ ん

山
神社神楽や滝沢市の篠

し の ぎ

木神楽、一戸町の高
た か や し き

屋敷神楽
が出演。来場者は、それぞれの地域で受け継がれて
きた勇壮な舞を楽しんだ様子でした。
　浅沢神楽「鳥舞」に出演した北口恵

え り

梨さん（安代小5
年）は「風が強くて踊るのが大変だったけど楽しかった。
大人になっても神楽を続けたい」と声を弾ませました。

看護体験でやりがいを学ぶ
市立病院で中高生が足浴などで患者と向き合う

　市立病院は5月16日、看護の日（5月12日）にちな
み、看護の仕事に理解を深めてもらおうと、ふれあ
い看護体験を開きました。
　体験には、4人の中高生が参加。生徒たちは設備や
業務の説明を受けたほか、血圧の測定や入院患者の足
を洗うなどの体験を行い、看護の心を学びました。
　塩口麗

う る は

羽さん（西根中3年）は「湯の温度調整や力加
減が難しかった。患者さんに笑顔になってもらえるよ
うな看護師を目指したい」と決意を新たにしました。 声を掛け表情を確認しながら丁寧に足を洗う参加者

柏台保育所の園児11人が、横断歩
道の安全な渡り方を学んだ（5月
10日、交通安全教室）

開業20周年を記念して先着100人
に野菜をプレゼント（4月27日、
松尾八幡平物産館あすぴーて）

4月20日で100歳を迎えられた米内
ノブさん＝上野駄＝これからもお
元気で（4月23日、はらからの里）

安代地区に春の訪れ告げる
多くの人が荘厳な滝とにぎやかなまつりを楽しむ

畑保育園児によるダンスの発表を楽しむ観光客

　不動の滝まつりは5月3日、桜松公園で開かれ、
日本の滝百選に選ばれている不動の滝を一目見よう
と、市内外から約2,000人の観光客が訪れました。
　当日は、あしろ・畑保育園の園児によるダンスや伝
統芸能などのステージ発表のほか、餅まきなども行わ
れ、特設会場周辺は多くの人でにぎわいました。
　「お不動さん」と呼ばれ親しまれている不動の滝ま
つりは、毎年5月3日の桜松神社例大祭に合わせて
行われ、安代地区に遅い春の訪れを告げます。

漆器のほかフライパンなど厳選した一品が並んだ店内

暮らしをもっと心地よく
企画展「うるしと生活道具とこびるっこ」を開催

　漆器道具などの展示販売会「うるしと生活道具と
こびるっこ」（安比塗企業組合主催）は4月27日から
5月5日にかけて、安比塗漆器工房で開かれました。
　店内では安比塗漆器のほか、クラフトバイヤーの日野
明
あ き こ

子さんがセレクトした生活道具を展示販売。訪れた人
は、気になった商品を手に取るなどし、興味深げに眺め
ていました。盛岡市から訪れた川崎かおりさんは「漆器
は丁寧に使うと長持ちするし、品質がとても良いと思
う。いつか漆の食器をそろえたい」と目を輝かせました。

「八幡平市における防災教育の可能性」
と題した講演会で、市内の教職員関係
者が防災教育を学ぶ（5月2日、市役所）

次世代産業を支える新工場
㈱ニュートンが松尾八幡平IC隣接地に整備

　盛岡北部工業団地に本社を置き、精密プラスチッ
ク部品の製造などを手掛ける㈱ニュートン（太

た ふ

布
竜
た つ お

央社長）は4月11日、野駄に建設する工場の新築工
事の安全を祈願しました。
　敷地は、市が所有していた工場適地（68,745㎡）を
昨年6月に同社が取得したもので、東北自動車道松
尾八幡平インターチェンジの西側に隣接。新工場で
はEV（電気自動車）向け部品などの量産製造を行う
予定で、来年1月の稼働を目指しています。新工場の完成予定図（㈱ニュートン提供）

100人がエントリーした第15回市民
健康マラソン大会。新記録が続出
した（5月12日、市総合運動公園）
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▽
キ
ラ
リ
の
大
澤
礼
寛
さ
ん
。西
根
中
３

年
時
に
は
、花
巻
で
の
県
駅
伝
に
４
走
で

出
場
。走
っ
た
後
は
、バ
ト
ン
を
つ
な
い

だ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
大
声
援
を
送
っ
て

い
た
姿
を
私
は
覚
え
て
い
ま
す
。結
果
も

大
事
で
す
が
、仲
間
を
大
事
に
す
る
姿
勢

が
、
後
で
自
分
に
返
っ
て
く
る
ん
だ
な

と
、取
材
を
通
じ
て
感
じ
ま
し
た
。　
智〇
〇

▽
今
月
は
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。写
真
を
撮
り
に
、西

根
中
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
が
、私
の
中
学

時
代
と
は
全
く
違
っ
た
授
業
風
景
で
と

て
も
驚
き
ま
し
た
。今
や
一
人
一
台
端
末

を
持
っ
て
い
る
時
代
。私
も
社
会
の
流
れ

に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
、情
報
収
集
を

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
千○
〇

積
み
重
ね
た
努
力
を
自
信
に
、
全
国
制
覇
を
目
指
す

131

お
お
さ
わ
・
あ
や
の
り
　
16
歳
　
＝
駅
前
一
区
＝

第
47
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
自
転
車
競
技
大
会

男
子
個
人
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部
　
８
位
入
賞

大
澤 

礼
寛
　
さ
ん

平成19年生まれ。盛岡農高2年、両親と兄、
弟との5人暮らし。自分の性格を、負けず嫌
いで、やりたいことをとことんやるタイプと
分析。自転車は好きだが、転倒で負った擦り
傷とともに入るお風呂が「しんどい」とおどけ
る。最近見た映画は「トップガン」「ワイルド
スピード」。モットーは「筋肉しか信じない」。

　
３
月
26
か
ら
29
日
ま
で
大
分
県
で

開
催
さ
れ
た
第
47
回
全
国
高
等
学
校

選
抜
自
転
車
競
技
大
会
・
男
子
個
人

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部
で
８
位
入
賞
し

た
大
澤
礼
寛
さ
ん
。「
選
抜
大
会
で
の

入
賞
を
目
標
に
、
冬
か
ら
ず
っ
と
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
気
温
が
マ
イ
ナ

ス
で
も
自
転
車
を
走
ら
せ
て
き
た
の

で
嬉
し
い
」と
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
確
か
さ
を
か
み
締
め
る
。

　
自
転
車
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、中

学
入
学
時
に
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
を
買
っ

て
も
ら
っ
た
こ
と
。
爽
快
感
に
ハ
マ

り
、３
年
の
時
に
は
レ
ー
ス
に
も
出
る

よ
う
に
な
っ
た
大
澤
さ
ん
。結
果
に
手

応
え
を
感
じ
る
と
、進
学
先
は
自
転
車

部
が
あ
る
高
校
を
選
ん
だ
。半
分
趣
味

だ
っ
た
こ
れ
ま
で
と
違
い
、毎
日
の
自

転
車
練
習
は「
正
直
、き
つ
か
っ
た
」と

い
う
が
、
１
年
生
で
い
き
な
り
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得
。１
年
生

で
の
出
場
は
非
常
に
ま
れ
で
、実
力
の

片
り
ん
を
示
し
た
も
の
の
、全
国
大
会

本
番
で
は「
ま
っ
た
く
歯
が
立
た
ず
悔

し
か
っ
た
」と
結
果
を
振
り
返
る
。レ

ベ
ル
の
違
い
を
痛
感
す
る
と
、
次
は

絶
対
に
全
国
入
賞
と
奮
起
し
、
大
会

に
向
け
て
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　
雪
国
の
選
手
に
と
っ
て
、
春
の
大

会
は
特
に
結
果
を
出
し
に
く
い
と
言

わ
れ
る
自
転
車
競
技
。
今
大
会
で
の

入
賞
を
喜
ぶ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
関
係

者
の
姿
に
加
え
、
何
よ
り
も
家
族
に

結
果
を
褒
め
ら
れ
、
今
ま
で
の
努
力

が
報
わ
れ
た
と
感
じ
た
。

　
ハ
ー
ド
な
練
習
を
続
け
ら
れ
た
の
は

「
全
国
で
活
躍
す
る
と
い
う
気
持
ち
で

練
習
に
取
り
組
ん
だ
ら
、
強
く
な
っ
て

い
く
こ
と
を
実
感
で
き
た
か
ら
」と
い

う
大
澤
さ
ん
は
現
在
２
年
生
。
今
年
、

そ
し
て
来
年
の
目
標
は
す
で
に
定
め
て

い
る
が
、
同
じ
目
標
を
全
国
の
選
手
も

持
っ
て
い
る
こ
と
も
理
解
し
て
い
る
。

「
練
習
は
自
分
と
の
戦
い
。負
け
な
い
よ

う
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
」と
ひ
た

向
き
な
ま
な
ざ
し
で
高
み
を
目
指
す
。

約80㌔のレース途中、集団
の前方でアタックのタイミ
ングを伺う大澤さん


